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C D

   第１学年で「Ｂ　生物育成の技術」、「Ｄ 情報に関する技術」を履修させる例である。

材料と加工法の
原理と仕組み

C(3)ｱｲ

生活や社会を支える情報の技
術

双方向性のあるコンテンツの
プログラミング

指導時数
A

27 15 24 18 3.5 87.5

B

1.5

評価
活用

2

生物育成の技術による問題解決

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
まとめ 合計

 (3) 年間計画例③

１学期

ｶﾞｲﾀﾞ
ﾝｽ

２
学
年

３
学
年 D(4)ｱｲ

C(3)ｱｲ

5

2

D(2)ｱｲ

6

エネルギー変換に関する技術を利用した製作
品の設計・製作

C(2)ｱｲ

３学期

 「Ｄ情報の技術」の(2)を履修させる例である。

３
学
年

内容

D(1)ｱｲ、D(2)ｱ

5

生物育成の技術の原理・法則と仕組み

２
学
年

内容

2

A(1)ｱｲ

5

内容

内容

３
学
年

内容

生活や社会を支え
る情報の技術

双方向性のあるコンテン
ツのプログラミング

計測・制御のプログラミング
による問題解決

14

材料と加工の技術による問題解決

A(2)ｱｲ

まとめ

４　単元の配列例 (第１・２学年　標準３５時間　第３学年　標準１７．５時間）

 (1) 年間計画例①

 例である。
１学期 ２学期 ３学期

　年間計画の作成に当たっては、３学年間を見通した全体的な年間計画を検討すること。その
際、各項目に配当する時間数及び履修学年については、地域、学校、生徒の実態等に応じて適
切に定めること。

C(3)ｱｲ

評価
活用

生活や社会を支えるエネ
ルギー変換

   第１学年で「Ａ　材料と加工の関する技術」と「Ｄ　情報の技術」の(1)(2)を履修させる

１
学
年

内容
ｶﾞｲﾀﾞ
ﾝｽ

2

生活や社会を支える
材料と加工の技術

１
学
年

２
学
年 内容

内容

8

内容

A(1)ｱｲ

B(1)ｱｲ

材料と加工の技術による問題解決

A(2)ｱｲ C(2)ｱｲ

生活や社会を支える
材料と加工の技術

2

D

１学期

指導時数

A

ｶﾞｲﾀﾞ
ﾝｽ

7

4

評価
活用

内容

内容

C

2

内容

生活や社会を支える生物育成の技
術

B(1)ｱｲ

17

2

B(2)ｱ

75

A(3)ｱｲ

エネルギー変換の技術
による問題解決

C(2)ｱｲ

C(1)ｱｲ

8

評価
活用

計測・制御のプログラミングによる
問題解決

D(3)ｱｲ、内(6)ｳ

16

評価
活用

B(3)ｱｲ

2

C

B(3)ｱｲ

B

C(1)ｱｲ

2

エネルギー変換の技
術による問題解決

生活を支えるエ
ネルギー変換の

技術

20

合計
D(3)ｱｲ D(4)ｱｲ

2

２学期

   第２学年で、「Ｂ　生物育成の技術」、「Ｃ　エネルギーの技術」

 (2) 年間計画例②

5

評価
活用

A(2)ｳ

指導時数

21

D
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
まとめ

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 合計

20 13 22 30.5 2 87.5

B

計測・制御のプログラミングによる
問題解決

評価
活用

まとめ

27 3.5

A

87.5

２学期 ３学期

14 2 1.5
22 14

生活や社会を支えるエネル
ギー変換の技術

A(2)ｱｲ

13 2

A(3)ｱｲ

評価
活用

材料と加工の技術による問題解決

A(1)ｱｲ

5

双方向性のあるコンテンツの
プログラミングによる問題解決

D(2)ｱｲ

9

エネルギー変換の技術による問題解決

C(2)ｱｲ

16

生活や社会を支
える情報の技術

D(1)ｱｲ、D(2)ｱ

4

評価
活用

D(3)ｱｲ D(1)エ

4 5 7 2

D(1)ｱｲ、D(2)ｱ D(2)ｱｲ

評価
活用

B(1)ｱｲ B(1)ｱ・B(2)ｱ B(1)ｲ

3 10 2

C(1)ｱｲ

4

生物育成の技術による問題解決

B(2)ｱｲ

１
学
年

生活や社会を支える
生物育成の技術 生物育成の技術による問題解決

1.5

評価
活用

評価
活用

技術-3


